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関西大学独逸文学会記録
（2019 年 1 月～ 12 月）
2019 年度総会および第 112 回研究発表会
日時：2019 年 11 月 16 日（土）13 時 00 分～ 17 時 30 分
場所：関西大学（千里山）第 1学舎 5号館 E402 教室
〇研究発表会
【ゼミ発表】
（学部 3、4年生によるもの。司会は本学教授・佐藤裕子）
１．川上周子、松江渚
　　　„Der Ackermann aus Böhmen“ における言語的特徴
２．西村真里奈
　　　作り出された魔女―キリスト教社会に潜むジェンダー
３．西田克生
　　　ベルリン・ダダのフォトモンタージュについて
【研究発表】
１．永沼琴子（大学院博士前期在学）
　　　ドイツ語における句読点の歴史
　　司会　工藤康弘（本学教授）
２．福瀧量子（大学院博士前期在学）
　　　 ルターとピスカートアにおける隠喩（Metapher）と聖餐の理解
について
　　司会　芝田豊彦（本学教授）
３．須藤万智（大学院博士前期在学）
　　　ハンナ・アーレントにおける公私二元論
　　司会　芝田豊彦（本学教授）
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【講演】
奥田誠司（関西大学非常勤講師）
　　『PISAショック』後のドイツの教育改革
司会　佐藤裕子（本学教授）
〇総会
　１）会長挨拶
　２）編集報告
　３）会計報告
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関西大学独逸文学会 2018 年度会計報告
（2018 年 4 月 1 日～ 2019 年 3 月 31 日）
収入の部 支出の部
前年度繰越金 3,362,456 『独逸文学』62 号印刷費 261,360
振り込み手数料 108
62 号　郵送料 11,242
学会費 151,500 通信費 2,460
会　員 文具 1,058
（専任教員 6、一般会員 30 、大学院生 2、学部生 3）
懇親会補助費 30,000
アルバイト代 35,000
預金利息 19
計 341,228
次年度繰越金（1） 3,172,747
合計 3,513,975 合計 3,513,975
 　（単位：円）
内　訳　
　　　（1） りそな銀行 2,119,743
郵　便　局 1,013,600
現　　　金 39,404
合 計 残 高 3,172,747
